
事業目標と時限設定について
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◆2024年6月議会 髙橋とみお一般質問資料

成果指標の妥当性 成果指標の達成に関する施策

2024年6月11日
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地域子育て支援拠点事業 スクールソーシャルワーカー

こども家庭庁「地域子育て支援拠点事業」図説 佐倉市・不登校相談機関紹介リーフレット
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制服バンク

市川市公式サイト 制服バンクの説明図 柏市公式サイト 制服バンクの譲渡の流れ図説
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勝田台4号踏切とその周辺の交通安全について

① ② ③

現状の通学路
①踏切を超えてすぐ渡る横断歩道
②市街地の狭い道路に敷設されたグリーンベルト
③途中で途切れているグリーンベルト

①

②

③
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勝田台4号踏切とその周辺の交通安全について

① ② ③

①踏切を超えたら右折すれば広い歩道
②線路沿いの広い歩道
③歩道が終わったところに車道を渡る横断歩道があ
れば安全に横断することができる

④

④中央分離帯を越え
てからも歩道が続く

変更を検討している通学路



能登半島地震の報道

【応急仮設住宅建設の要請】能登半島地震で被害を受けた石川県で応急仮設住宅の入居申請が少なくとも、８市
町（髙橋注：輪島市を含む8市町。人口合計約20万人のエリア）で約８０００戸に上っていることがわかった。
県は年度末までに４６００戸の着工を目指すが、これまでに完成したのは約３００戸にすぎない。１日で発生か
ら２か月。避難所や親戚宅などに約１万９０００人が身を寄せており、居住先の確保が依然として課題となって
いる。（2024年2月29日読売新聞報道より抜粋）

➢ 能登半島地震発災から2か月後の状況
➢ 人口20万人のエリア（佐倉市は約17万人）
➢ 応急仮設住宅入居申請数：少なくとも8,000戸
➢ 避難所や親せき宅に身を寄せる人の数：1万9,000人

【地域コミュニティの要請】能登半島地震で多くの避難者が出ている石川県輪島市の住民が、地域社会が壊れて
人口が流出しないよう、地区内に仮設住宅の建設を求める要望書を市に提出しました。
要望書では、住民が長い期間、離れて暮らすことでコミュニティーが失われ、人口の流出が進むとして、地区内
に仮設住宅を建設するよう求めています。（2024年2月29日NHK報道より抜粋）

【水とトイレ】能登半島地震の被災地で「トイレ問題」が深刻になっています。仮設トイレの設置が進んでいま
すが、断水が続き、避難所や自宅などでは水洗トイレが使えないところが多くあります。（中略）避難する女性
は「水がないので掃除もできません。はじめはきれいだったトイレが何百人と利用するうちにあっという間に汚
くなりました」と話していました。（2024年1月11日NHK報道より抜粋）
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西志津多目的広場の防災トイレと地区ごとの応急仮設住宅立地予定地



出典：佐倉市防災アセスメント調査報告書

東京湾北部地震で想定される佐倉市の建物被害

全半壊（震災により住めなくなる住居）の数は4,794棟

佐倉市の応急仮設住宅建設予定地と建設可能件数

西志津多目的広場に207戸のみ

西志津多目的広場の優位性と佐倉市のあるべき施策

西志津多目的広場には、大災害時等緊急時に地下水が使えるよう、
井戸水をくみ上げることができるトイレが設置されています。こ
れにより大災害時にも衛生面の問題が発生しづらい環境が整えら
れています。
佐倉市にも、エリア毎に「地下水が利用でき」「排泄物の貯留
ピット」を備えた応急仮設住宅建設予定地の指定が要請されます。 7

西志津多目的広場の防災トイレ



8

災害時協力井戸・農地

名古屋市公式サイトの説明文
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右側の鉄板内のコンクリートガラの山左側のネット内の「ごみの山」の一部

里山自然公園内の散歩道

里山自然公園について
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里山自然公園について
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